
   
  

                                      

り
矍
鑠
と
し
た
舞
台
を
努
め
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ら
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し
ゃ
る
。

り
矍
鑠
と
し
た
舞
台
を
努
め
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い
ら
っ
し
ゃ
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。

分
、
個
性
ば
か
り
で
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そ
の
個
性
を
楽
し
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で

分
、
個
性
ば
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で
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の
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性
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で
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緒 
毎
年
、
勤
労
感
謝
の
日
に
日
本
橋
三
越
劇
場

で
開
か
れ
る
日
本
医
家
芸
術
ク
ラ
ブ
主
催
の
邦

楽
の
祭
典
。
秋
の
芸
術
シ
ー
ズ
ン
の
掉
尾
を
飾

る
風
物
詩
と
し
て
、
す
っ
か
り
定
着
し
た
公
演

で
あ
る
。 

毎
年
、
勤
労
感
謝
の
日
に
日
本
橋
三
越
劇
場

で
開
か
れ
る
日
本
医
家
芸
術
ク
ラ
ブ
主
催
の
邦

楽
の
祭
典
。
秋
の
芸
術
シ
ー
ズ
ン
の
掉
尾
を
飾

る
風
物
詩
と
し
て
、
す
っ
か
り
定
着
し
た
公
演

で
あ
る
。 

連
続
し
て
出
演
さ
れ
「
医
家
邦
楽
祭
」
の
顔

と
も
い
え
る
ご
定
連
の
先
生
方
は
、
失
礼
な
が

ら
着
実
に
ご
高
齢
に
達
し
て
い
る
が
、
例
年
通 

連
続
し
て
出
演
さ
れ
「
医
家
邦
楽
祭
」
の
顔

と
も
い
え
る
ご
定
連
の
先
生
方
は
、
失
礼
な
が

ら
着
実
に
ご
高
齢
に
達
し
て
い
る
が
、
例
年
通 

る
者
聴
く
者
に
勇
気
を
与
え
て
く
だ
さ
る
舞
台

の
数
々
で
あ
る
。
今
回
は
ど
ん
な
曲
を
？ 

ど

ん
な
ご
趣
向
で
？ 

と
、大
き
な
期
待
を
胸
に
、

開
幕
を
待
つ
。 

る
者
聴
く
者
に
勇
気
を
与
え
て
く
だ
さ
る
舞
台

の
数
々
で
あ
る
。
今
回
は
ど
ん
な
曲
を
？ 

ど

ん
な
ご
趣
向
で
？ 

と
、大
き
な
期
待
を
胸
に
、

開
幕
を
待
つ
。 

  

「
開
会
の
こ
と
ば
」
は
、
日
本
医
家
芸
術
ク

ラ
ブ
委
員
長
の
太
田
怜
先
生
。
過
日
、
同
劇
場

で
開
か
れ
た
清
元
宗
家
の
演
奏
会
を
聴
い
て
、

玄
人
と
素
人
の
違
い
を
痛
感
し
た
と
述
べ
る
。

自
分
た
ち
の
会
は
素
人
の
会
ゆ
え
、「
芸
が
な
い

「
開
会
の
こ
と
ば
」
は
、
日
本
医
家
芸
術
ク

ラ
ブ
委
員
長
の
太
田
怜
先
生
。
過
日
、
同
劇
場

で
開
か
れ
た
清
元
宗
家
の
演
奏
会
を
聴
い
て
、

玄
人
と
素
人
の
違
い
を
痛
感
し
た
と
述
べ
る
。

自
分
た
ち
の
会
は
素
人
の
会
ゆ
え
、「
芸
が
な
い

 一年間の精進を舞台で 素人のよさ味わって！ 
     

第55回

邦楽祭 

平
成
21
年
11
月
23

た
。
出
演
の
諸
先
生
方

縫
っ
て
、
舞
踊
に
、
長

模
様
を
今
回
も
邦
楽
評

合
で
入

 一、 舞囃子 「放下僧」 左端 沢田又一（太鼓） 
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そ
う
し
た
先
達
を
支
え
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

先
生
方
も
、
す
で
に
人
生
に
確
固
と
し
た
立
場

を
確
立
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
に
違
い
な

い
。
そ
う
し
た
先
生
方
が
一
年
間
、
こ
の
日
の

た
め
に
精
進
を
重
ね
て
舞
台
に
臨
ま
れ
る
。
観

そ
う
し
た
先
達
を
支
え
て
活
躍
さ
れ
て
い
る

先
生
方
も
、
す
で
に
人
生
に
確
固
と
し
た
立
場

を
確
立
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
に
違
い
な

い
。
そ
う
し
た
先
生
方
が
一
年
間
、
こ
の
日
の

た
め
に
精
進
を
重
ね
て
舞
台
に
臨
ま
れ
る
。
観

    

日
（
月
・
祝
）、
医
家
芸
術
祭
「
医
家
邦
楽
祭
」
は
回
を
重
ね
て
55
を
数
え

も
医
業
に
従
事
し
て
数
十
年
と
い
う
大
ベ
テ
ラ
ン
ぞ
ろ
い
。
多
忙
な
合
間
を 

唄
に
、
三
味
線
に
と
精
進
、
晴
れ
舞
台
で
精
い
っ
ぱ
い
披
露
さ
れ
た
。
そ
の 

論
家
、
宮
西
芳
緒
氏
に
紹
介
し
て
も
ら
っ

。（
上
演
順
・
一
部
編
集
上
の
都 

た

れ
替
え
ま
し
た
。
写
真
説
明
は
敬
称
略
。 開会あいさつ

太田怜委員長

今秋も 
三越劇場で 
（11月23日）

 -



く
だ
さ
い
。
逆
に
余
裕
の
な
さ
が
素
人
の
良
さ

で
も
あ
り
、
お
客
を
酔
わ
せ
る
よ
り
自
分
が
酔

っ
て
い
る
の
も
素
人
の
良
い
と
こ
ろ
」
と
ア
ピ

ー
ル
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
「 

今
日
は 

〝
一
生
懸

命
〞 

〝
自
己
陶
酔
〞 
〝
個
性
〞
を
楽
し
ん
欲

し
い
」
と
重
ね
て
語
り
、
挨
拶
と
す
る
。 

そ
う
し
た
微
笑
ま
し
い
舞
台
か
ら
玄
人
は
だ

し
の
舞
台
ま
で
、全
十
四
番
の
番
組
が
真
摯
に
、

整
然
と
、
和
や
か
に
上
演
さ
れ
た
。 

 

一
、
舞
囃
子
（
観
世
流
）『
放
下
僧
』 

大
鼓
の
沢
田
又
一
先
生
（
横
浜
市
、
外
科
）

を
は
じ
め
、小
鼓
・
笛
と
地
謡
の
方
々
が
並
び
、

シ
テ
は
梅
津
浄
子
氏
。
横
浜
医
師
会
の
能
楽
愛

好
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
一
幕
で
、
こ
の
「
邦

楽
祭
」
出
演
も
す
で
に
十
年
あ
ま
り
と
な
り
、

今
回
も
例
年
通
り
邦
楽
祭
の
開
幕
を
飾
る
。 

内
容
は
、
地
元
・
横
浜
市
内
に
あ
る
瀬
戸
神

社
の
境
内
を
舞
台
と
す
る
仇
討
ち
の
物
語
で
、

旅
芸
人
で
あ
る
〝
放
下
〞
に
扮
し
て
曲
舞
を
舞

い
、
鞨
鼓
を
打
ち
、
歌
を
唄
っ
て
相
手
を
油
断

さ
せ
、
み
ご
と
親
の
敵
を
討
つ
兄
弟
。
そ
の
鞨

鼓し子合や        

っ
た
宮
田
さ
た
氏
の
唄
。
芝
居
気 

分
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
端
正
な

演

を
聞
か
せ
る
。 

奏

 

三
、
謡
曲
『
高
砂
』 

佐
藤
明
徳
先
生
（
宝
生
流
）
の
謡
、
平
野
宏

先
生
と
近
藤
智
雄
先
生
の
小
鼓
（
大
蔵
流
）
に

二、小唄 ㊨ 川口敟子

㊦ 式田とし子 

㊦㊨ 宮田さた  

 

      
を
打
っ
て
舞
う
芸

た
、
緊
張
感
を
保

で
、
沢
田
先
生
の

っ
た
梅
津
氏
の
舞

と
、
静
か
に
花

」二
、
小
唄
『
白
雪

『
明
治
一
代
女

 

づ
く
し
の
件

ち
つ
つ
も
華

大
鼓
を
中
心

い
が
、
・
面

を
添
え
た
。 

』『
夕
焼
け

』『
雪
は
し

 

り
を
抜
き
出

や
か
な
舞
囃

に
、
呼
吸
の

白
の
花
の
都

』 ん
し
ん
』 

現
在
は
、「
毎
日
の
時
間
を
大
事
に
す
る
生 

活
」
の
そ
の
一
つ
と
し
て
、「
い
ま
ま
で
に
録
音

し
て
あ
る
テ
ー
プ
で
小
唄
の
三
味
線
と
唄
を
起

こ
し
て
、
皆
様
に
お
稽
古
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
」
と
い
う
、
咲
村
鈴
音
こ
と
川
口
敟
子
先

生
（
江
東
区
、
看
護
科
）
の
三
味
線
に
よ
る
小

唄
四
題
。 

『
白
菊
』
と
『
夕
焼
け
』
は
、
前
年
か
ら
稽 

古
を
始
め
た
と
い
う
式
田
と
し
子
氏
が
唄
う
。

「
春
に
膝
を
手
術
さ
れ
、
リ
ハ
ビ

リ
に
頑
張
っ
て
の
出
演
」
と
い
う

式
田
氏
を
暖
か
く
見
守
る
よ
う

な
川
口
先
生
の
糸
が
耳
に
残
る
。 

『
明
治
一
代
女
』
と
『
雪
は
し
ん 

し
ん
』
は
、
も
う
お
馴
染
み
と
な 
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よ
る
一
番
（
い
ず
れ
も
練
馬
区
、

・
高
砂
や
こ
の
浦
舟
に
帆
を
上
げ

知
の
寿
ぎ
の
曲
の
一
節
が
、
二
調

っ
か
り
と
通
る
声
と
で
会
場
内
に

 
 

 

の
二
題
を
気
分
良
さ
そ
う
に
唄
い
、
川
口
先
生

の
糸
は
、
あ
く
ま
で
も
優
し
い
。 

吉
住
小
三
郎
師
ほ
か
と
の
唄
、
吉
住
小
茂
々
師

ほ
か
の
三
味
線
で
、
親
獅
子
が
仔
獅
子
を
千
尋 

 

外
科
）

て
」
と

の
小
鼓

響
い
た

                

↑ 三、 謡 曲「高 砂」（左から）平野 宏、佐藤明徳、近藤智雄 

し
か
成
果
を
出
せ
ま
せ
ん 

が
」
と
い
う
鈴
木
聰
明
氏 

は
、
・
あ
ん
ま
り
じ
ゃ

 ぞ

え
治
兵
衛
ど
の
」、
・
愚 

 
 

痴
も
涙
も
」『
二
年
越
し
』 

の
口
説
き
と
、
・
君
と
寝 

や
ろ
か
五
千
石
取
ろ
か
、 

何
の
五
千
石
、君
と
寝
よ
」 

と
、
粋
な
『
箕
輪
心
中
』

四
、
小
唄

 
 
 
 
 
 

㊧ 
鈴
木
聰
明 

 

㊨ 
加
藤
俊
男

数
々
」
か
ら
「
霞
に
紛
れ
て
失
せ
に
け
り
」
ま

で

お
お
ら
か
に
舞
う
。 

、

 

 

六
、
長
唄
『
勝
三
郎
連
獅
子
』 

 

大
森
湜
子
先
生
（
文
京
区
、
施
設
役
員
）
が
、

- 4
で
、

、
周

と
し

。 

四
、
小
唄
『
虫
の
音
』『
酒
と
女
』 

『
二
年
越
し
』『
箕
輪
心
中
』 

前
々
幕
と
同
じ
く
川
口
敟
子
先
生
の
三
味
線

に
よ
る
小
唄
四
題
で
、
し
っ
と
り
と
し
た
『
虫

の
音
』
と
、
ち
ょ
っ
と
浮
か
れ
て
ノ
リ
の
良
い 

『
酒
と
女
』
は
、「
大
病
を 

克
服
し
て
」
と
い
う
加
藤 

俊
男
氏
の
唄
。
川
口
先
生 

の
糸
は
静
か
に
、
穏
や
か 

に
、
情
景
を
描
き
出
す
。 

「
舞
台
で
は
稽
古
の
八
割 

 

＝にそ 
 

         
五
、
仕
舞
（
喜
多
流
）『
羽
衣
』 

鈴
木
浩
之
先
生
（
練
馬
区
、
外
科
）
の
シ
テ

写
真
。「
本
日
の
羽
衣
は
、
ど
の
よ
う
に
天
空

舞
い
戻
っ
て
い
く
か
、ご
覧
く
だ
さ
い
」と
、

の
意
気
込
み
を
伝
え
て
、
・
東
遊
び
の 

1 -



 

六、長唄 「勝三郎連獅子」 大森湜子 

   

の
谷
底
に
蹴
落
と
し
て
、
自
力
で
這
い
上
が

を
育
て
る
と
い
う
故
事
を
描
く
。
・
そ
れ
牡

し
て
」
か
ら
、
牡
丹
咲
き
乱
れ
る
桃
源
郷
に

 

 
 

                 

い
戯
れ
る
様
を
、
深
み
の
あ
る
声
で
優
雅
に

は
っ
き
り
と
し
た
音
色
で
唄
を
救
け
、
格
調

 

七
、
舞
踊
（
長
唄
）『
七
福
神
』 

山
梨
県
立
中
央
病
院
な
ら
び
に
山
梨
厚
生

を
勤
め
て
い
る
花
柳
和
之
城
こ
と
飯
田
文
良

外
科
＝
写
真
）
は
、
今
回
が
十
一
回
目
の
出

な

な

曲
に
取
り
組
ん
で
め
で
た
く
舞
い
、
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

神

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

み

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の船篇子踊雰伴た

を
踊
り
分
け
、
・
な

の
り
ふ
ね
の
お
と

よ
き
か
な
」
と
『
宝

』
を
結
ん
で
、
全

機
嫌
良
く
、
・
拍

揃
え
て
」
一
曲
を

り
切
る
。
一
徹
な

囲
気
が
緊
張
感
を

っ
て
伝
わ
っ
て
来

。 

 - 4

鬼
薊
の
清
吉

と
十
六
夜
お

小
夜
と
い
う

二
つ
名
前
で

ゆ
す
り
場
を

演
じ
る
『
十

六
夜
清
心
』

の
・
こ
の
世

で
添
わ
れ
ぬ

二
人
が
悪

縁
」
の
心
中 
 

っ
て
来
た
仔
の
み

丹
は
百
花
の
王
に

親
仔
の
獅
子
が
舞

表
現
。
三
味
線
は

を
高
め
て
い
る
。

病
院
の
名
誉
院
長

先
生
（
笛
吹
市
、

演
と
い
う
。
軽
妙

が
き
よ
の
」
七
福

写にか

十
一
、
小
唄
『
髪
結
新
三
』『
十
六
夜
清
心
』 

山
田
新
太
郎
先
生
（
練
馬
区
、
整
形
外
科
＝

真
）
は
、
今
回
も
芝
居
小
唄
を
二
題
。
・
目

青
葉
、
山
ほ
と
と
ぎ
す
初
鰹 

」、「
か
つ
お 

つ
お
」
の
売
り
声
を
聞
く
湯
帰
り
の
江
戸
前 

 
 
 

の
小
粋
な
悪 

 

党
『
髪
結
新 

三
』
と
、
一 

2 -

命
を
と
り
と

め
て
こ
ち
ら

も
の
ち
に
は



場
を
、
柴
小
亜
也
師
の
三
味
線
で
唄
う
。
山
田

先
生
は
さ
ぞ
芝
居
が
お
好
き
な
の
だ
ろ
う
と
、

毎
回
、
聴
き
な
が
ら
思
う
。 

 

八
、
長
唄
『
二
人
椀
久
』 

 

杵
屋
勝
・
に
子
こ
と
山
崎
律
子
先
生
（
台
東

区
、
皮
膚
科
）
は
、
日
吉
小
間
蔵
師
ほ
か
と
の

唄
、
杵
屋
勝
国
師
ほ
か
の
三
味
線
。
囃
子
付
。 

 

山
崎
先
生
は
声
量
も
あ
り
、
し
っ
か
り
と
し

た
真
っ
直
ぐ
な
声
が
心
地
良
い
。
賑
や
か
な
曲

調
か
ら
一
転
、
・
ゆ
く
水
に
」
深
い
情
感
を
持

っ
て
唄
い
、
・
も
う
し
椀
久
さ
ん
」
を
受
け
て

・
ふ
ら
れ
ず
帰
る
」
た
っ
ぷ
り
と
唄
い
、
劇
場

の
空
気
を
収
斂
し
て
見
せ
た
実
力
。
・
拍
子
揃

え
て
わ
ざ
く
れ
」
三
味
線
と
鳴
物
に
渡
し
て
、

・
じ
た
い
某
は
」
か
ら
早
間
の
楽
し
い
件
り
も

流
さ
れ
る
こ
と
な
く
落
ち
着
い
て
唄
い
、
勝
国

師
は
さ
す
が
、三
味
線
の
技
巧
で
観
客
を
魅
了
、

・
さ
と
ざ
と
は
」
か
ら
夢
醒
め
に
向
か
っ
て
急

転
し
て
行
く
予
兆
を
的
確
に
聞
か
せ
、
大
き
な

拍
手
を
集
め
て
幕
を
切
っ
た
。 

 

 
 

                     

 

↑  八、、 長唄「二人椀久」          ↓ 九、 長唄 「吾妻八景」 

九
、
長
唄
『
吾
妻
八
景
』（
写
真
㊤ ）

「
邦
楽
祭
」
に
は
今
回
が
初
参
加
と
い 

う
秋
葉
則
子
先
生
（
八
千
代
市
、
内
科
） 

の
三
味
線
は
、
柏
伊
三
郎
師
ほ
か
と
呼 

吸
も
よ
く
合
っ
て
、日
本
橋
、浅
草
寺
、 

隅
田
川
な
ど
、江
戸
の
・
八
つ
の
名
所 」

の
情
景
を
丁
寧
に
描
き
出
す
。「
ま
さ 

か
、
こ
の
舞
台
で
発
表
で
き
る
と
は
夢 

の
よ
う
」
と
語
る
秋
葉
先
生
は
、
千
葉 

県
女
性
医
師
部
会
の
会
長
と
し
て
活
躍 

さ
れ
て
い
る
由
。
唄
は
杵
屋
秀
子
師
ほ 

か
。
ニ

ー
フ
ェ
イ
ス
の
登
場
が
喜
ば 

ュ

し
い
。 

 

 

十
、
清
元
『
落
人
』 

 

今
回
も
ご
一
緒
に
語
ら
れ
る
予
定
だ 

っ
た
名
コ
ン
ビ
の
菅
又
淳
先
生
（
大
田 

区
、
精
神
科
）
が
入
院
の
た
め
休
演
と 

な
り
、
太
田
怜
先
生
（
目
黒
区
、
循
環 

器
科
）
は
急
遽
、
両
先
生
の
師
匠
で
あ 

る
清
元
延
千
宗
師
に
出
演
を
願
い
、
お 

得
意
の
喉
を
聴
か
せ
る
。
清
元
延 
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志
寿
佳
師
ほ
か
の
三
味
線
。 

 

道
行
の
お
軽
と
、
お
軽
に
横
恋 

慕
し
て
・
う
ぬ
が
主
人
の
…
…
」 

と
勘
平
に
か
ら
む
鷺
坂
伴
内
の
二 

役
を
語
り
分
け
る
の
が
今
回
の
太 

田
先
生
の
ご
趣
向
だ
が
、
ご
本
人 

は
「
よ
る
年
波
で
、
初
々
し
い
お 

軽
が
熟
女
風
に
な
っ
て
お
り
ま
す 

が
、
そ
の
点
は
ご
容
赦
の
ほ
ど
を

、 」

そ
し
て
「
幸
か
不
幸
か
、
今
月
の 

歌
舞
伎
座
は
忠
臣
蔵
の
通
し
で
す

 。

昼
の
部
の
切
が
こ
の
落
人
で
す
の 

で
、
今
回
の
私
の
落
人
に
食
傷
さ 

れ
た
方
は
、
ど
う
か
歌
舞
伎
座
の 

方
で
お
口
直
し
の
ほ
ど
を
」
と
、 

ア
ナ
ウ
ン
ス
で
伝
え
る
の
も
ご
愛 

嬌
。
心
を
込
め
た
お
軽
の
一
途
と
、 

・
勘
平
、
返
事
は
丹
頂
丹
頂
」
と 

鳥
づ
く
し
の
伴
内
の
チ

リ
ま
で 

ャ

機

よ
く
聞
か
せ
た
。 

嫌

  

      

               

 十
二
、
長
唄
『
三
曲
糸
の
調
』 

 

・
影
と
い
う
も
月
の
縁
、
清
し
と
い
う 

も
…
…
」
・
影
清
く
…
…
」
と
、
杵
屋
正 

澄
己
こ
と
高
橋
妙
子
先
生
（
中
央
区
、
耳 

鼻
咽
喉
科
）、杵
屋
正
園
師
ほ
か
の
三
味

、 

線

唄
は
杵
屋
五
功
次
師
ほ
か
。
囃
子
付
。 

箏
・
三
味
線
・
胡
弓
の
音
色
と
技
巧
を 

 
 

（
す
べ
て
三
味
線
で
）
聴
か
せ
て
な
お
、 

 
 

遊
女
・
阿
古
屋
の
風
格
と
、
そ
の
こ
こ
ろ 

↑  十、 清元「落人」          ↓ 十二、 長唄 「三曲糸の調べ」 

の
清
く
澄
ん
で
い
る
様
と
を
伝
え
な
く
て 

は
な
ら
な
い
至
難
の
曲
を
、
高
橋
先
生
は 

華
や
か
に
、
丁
寧
に
演
奏
す
る
。
実
に

 聴

き

え
の
あ
る
一
幕
と
な
っ
て
い
た
。 

応

 

十
三
、
舞
踊
（
清
元
）『
お
祭
り
』 

「
一
度
、
芸
者
の
格
好
が
し
て
み
た
か
っ 

た
の
で
」
と
い
う
尾
上
菊
尚
こ
と
大
川
尚 

美
先
生
（
横
浜
市
、
小
児
科
）
が
、
師
匠 

の
子
息
・
尾
上
菊
方
師
の
若
い
者
を
相
手 

に
踊
る
。と
さ
か
の
前
髪
に
大
き
な
男
髷
、 

「
待
っ
て
ま
し
た
」
の
大
向
こ
う
に
、「
待 

っ
て
い
た
と
は
有
難
い
」
と
気
っ
風
よ
く 

応
え
、
し
か
し
可
愛
ら
し
い
芸
者
姿
で
あ
る
。
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粋
な
引
く
も
の
尽
く
し
も
ど
こ
か
可
憐
に
、
楽

し
く
見
せ
て
い
た
。 

                  

 
 

 

↑  十三、 舞踊（清元）「お祭り」         

       ↓ 十二、 長唄 「勝三郎船弁慶」 

 

                      

                     
十
四
、
長
唄
『
勝
三
郎
船
弁
慶
』 

 

五
十
五
回
目
と
な
る
医
家
邦
楽
祭
の
大
切
は
、
杵
屋
和

重
二
・
東
音
前
村
八
重
子
こ
と
前
村
八
重
子
先
生
（
東
久

留
米
市
、
小
児
科
）
が
、
杵
屋
栄
敏
郎
師
ほ
か
と
の
三
味

線
、
東
音
福
田
克
也
師
ほ
か
の
唄
で
、
今
回
も
大
曲
を
披

露
す
る
。
囃
子
付
。 

「
で
は
熱
演
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
」
と
い
う
ア
ナ
ウ

ン
ス
に
応
え
る
よ
う
に
、
福
田
師
の
・
今
日
思
い
立
つ
旅

衣
」
と
重
厚
な
語
り
出
し
に
始
ま
り
、
義
経
と
の
別
れ
に

烏
帽
子
を
渡
さ
れ
て
一
さ
し
舞
う
静
御
前
の
憂
い
を
帯

び
た
品
格
、
間
狂
言
を
挟
ん
で
ノ
チ
の
知
盛
の
霊
の
凄
絶

へ
と
、
前
村
先
生
の
独
壇
場
と
い
え
る
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

な
世
界
が
描
き
出
さ
れ
る
。
・
そ
も
そ
も
こ
れ
は
桓
武
天

皇
九
代
の
後
胤
」
…
…
・
い
か
に
義
経
」
と
、
芸
格
を
湛

え
た
福
田
師
の
唄
を
受
け
て
、
変
化
に
富
ん
だ
一
曲
を
冴

え
や
か
に
リ
ー
ド
し
て
盛
り
上
げ
て
ゆ
く
前
村
先
生
の

年
季
の
入
っ
た
三
味
線
。 

毎
年
欠
か
さ
ず
聴
か
せ
て
く
れ
る
、
衰
え
を
知
ら
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
パ
ワ
ー
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
・
そ

の
と
き
義
経
少
し
も
騒
が
ず
」
か
ら
き
っ
ち
り
と
舞
台
の

枠
に
納
め
る
正
し
さ
が
素
晴
ら
し
く
、
ま
た
次
回
は
ど
ん

な
演
奏
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
る
か
、
楽
し
み
で
あ
る
。 

 

「
素
人
の
芸
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
長
年
の
成
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果
が
発
揮
出
来
た
と
思
い
ま
す
」
と
、「
閉
会
の

こ
と
ば
」
は
、
新
た
に
同
ク
ラ
ブ
邦
楽
部
副
委

員
長
に
な
ら
れ
た
川
口
敟
子
先
生
。 

 

 

 

司
会
は
高
松
真
弓
氏
、
進
行
は
中
島
信
子
先

生
に
代
わ
っ
て
高
橋
妙
子
邦
楽
部
部
長
。 

今
後
、
是
非
と
も
、
少
し
ず
つ
で
も
若
い
先

生
方
に
こ
の
意
義
深
い
公
演
に
加
わ
っ
て
い
た

だ
い
て
、
第
百
回
公
演
を
目
指
し
て
さ
ら
に
盛

り
上
げ
て
ゆ
か
れ
る
こ
と
を
、
客
席
か
ら
も
希

望
し
た
い
。 

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
ま
で 

ご

絡
く
だ
さ
い
。 

連
☎ 

０
４
２
・
３
４
４
・
８
０
５
６ 

閉会あいさつ 

川口敟子副部長 

 

三
味
線
の
音
色
に
魅
せ
ら
れ 
 

 
 
 
 
 
 

再
三
の
中
断
を
経
て
再
開 

 
 
 
 

初
参
加
の
こ
と
ば 

秋
葉 

則
子 

 

長
い
歴
史
の
あ
る
こ
の
邦
楽
祭
に
参
加
で
き

大
変
感
激
し
て
お
り
ま
す
。
毎
年
、
三
越
劇
場

へ
は
足
を
運
び
、
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
し
た
。 

 

こ
の
度
は
主
人
の
後
押
し
が
あ
っ
て
エ
ン
ト

リ
ー
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
師
匠
の
お
許
し
が

な
け
れ
ば
だ
め
な
こ
と
で
し
て
、
思
い
切
っ
て

お
話
し
を
い
た
し
ま
し
た
。
入
門
し
て
ま
だ
３

年
目
で
し
た
。快
く
や
っ
て
み
た
ら
と
言
わ
れ
、

ま
た
お
唄
の
師
匠
方
や
三
味
線
の
師
匠
方
に
も

出
演
依
頼
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
一
人
で
は
ど
う
し
よ
う
も
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
。 

 

小
学
６
年
生
の
頃
に
近
所
に
長
唄
の
師
匠
が

お
り
妹
と
二
人
で
お
稽
古
に
通
い
ま
し
た
。
中

学
３
年
で
高
校
受
験
、
そ
の
後
も
大
学
受
験
、

国
家
試
験
で
全
く
お
稽
古
ご
と
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
い
ま
し
た
。
30
年
ぐ
ら
い
し
て
開
業
と
い
う

忙
し
い
最
中
に
急
に
三
味
線
の
音
を
懐
か
し
く

思
い
出
し
、
患
者
さ
ん
の
紹
介
で
お
稽
古
に
通

い
出
し
ま
し
た
。
５
、
６
年
ほ
ど
経
っ
た
と
き

師
匠
が
亡
く
な
り
止
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

三
味
線
の
音
に
魅
せ
ら
れ
て
邦
楽
祭
に
出
か

け
、
ま
た
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
今
の
柏
伊
三
郎
師
匠
を
紹
介

し
て
い
た
だ
き
、
入
門
の
許
し
を
得
て
お
稽
古

中
で
す
。
舞
台
に
出
る
と
い
う
こ
と
は
お
稽
古

の
態
度
に
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
回
の
稽
古

日
に
は
予
習
も
し
、
帰
っ
て
か
ら
復
習
も
し
、

真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
良
い
刺
激
を
受
け

ま
し
た
。 
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テ
ー
プ
や
ビ
デ
オ
を
み
て
ま
だ
ま
だ
稽
古

の
足
り
な
さ
、
未
熟
さ
が
は
っ
き
り
映
っ
て
い

て
は
ず
か
し
い
限
り
で
す
。
も
し
次
回
が
あ
る

な
ら
、
も
う
少
し
上
達
し
て
い
る
自
分
を
見
て

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
と
反
省
し
て
い
ま
す
。
劇

場
に
お
出
で
下
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、

ま
た
多
く
の
関
係
者
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
と
伝
え
た
い
で
す
。 



 
  

秋
葉
則
子
先
生 

 

 

舞
台
上
を
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ 

 

か
ね
て
か
ら
悩
み
の
タ
ネ
で
し
た
。
Ａ
５
判
と
い
う
紙 

幅
、
横
一
列
に
お
囃
子
付
き
な
ど
で
並
ば
れ
て
は
、
会 

員
の
先
生
が
豆
粒
。
そ
こ
で
ス
ポ
ッ
ト
を
絞
り
ま
し
た
。 

 
沢
田
又
一
先
生 

 

高橋妙子先生 

 

前
村
八
重
子
先
生 

 

出を待つ大川先生 
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大
森
湜
子
先
生 
 

 

山
崎
律
子
先
生 

 

太田 怜先生 


